















































し天皇の世」 （舒明天皇）の歌として、二番歌の《望国》 、三～四番歌の《遊猟》 、五～六番歌の《行幸》の歌が並べられていることを述べてきました。この点については、辰巳正明（注１）が、舒明天皇を始祖的な天皇として位置づけるために、 『万葉集』は舒明天皇の時代の歌と て天皇儀礼の始原の歌（後世の歌の規範となる歌）を並べたと述べています。 『万葉集』巻一は 舒明天皇の歌を今の天皇の時代（舒明天皇と皇極・斉明天皇との間に生まれた天智天皇・ 武天皇の子孫となる文武 ・聖武天皇を中心とする奈良王朝 グループ）の始まりとして位置づけているのです。　
舒明天皇と皇極・斉明天皇（舒明天皇の皇后であった宝王女は、
舒明天皇崩御の後、皇極 として即位し す。その後、乙巳変によって弟の孝徳天皇に譲位しますが、孝徳天皇の崩御 後、重祚（ちょうそ）して斉明 皇となります）は、共に押坂彦人大兄皇子（おっさかのひこひとおおえのみこ） 流れを引く でした。舒明天皇は押坂彦人大兄 子の王子で 。一方 皇極・斉明天皇は、 押坂彦人大兄皇子 子である茅渟王（ちぬ おおきみ）の第一王女です。押坂彦人大兄皇子は敏達天皇の皇子で 母は息長真手（おきながまて）王の娘の広姫です。押坂彦人大兄皇子 、
継体天皇を支えたことで力を得た近江の息長系王族と関係が深い皇子でした。奈良王朝の天皇は、息長系王族と深く結びついていたのでした（注２） 。　
ただし、両親が息長系王族の天智天皇・天武天皇が即位したの














































としか記されていません。この点については巻一の編集者も不審に感じたらしく、 「未だ詳らかならず」と記しています。また、参考として左注（さちゅう）に山上憶良の『類従歌林』 （ 『類従歌林』は、 『万葉集』巻一・巻二 多く引用されている本で、 『万葉集』と異なる作歌事情が多く記されています。 『万葉集』の歌がどのような場でうたわれたのかを解明する手がかりとなる本なのですが、残念なこ に現存していません。 『類従歌林』につは多くの研究があります（注４） ）を挙げて、 「一書（に引用されている本。一書 はどのような本であったのか、詳細は分かりません） 」には、この は「戊申の年」 ＝孝徳天皇大化四年（六四八）に行われた行幸の きの「大御歌」 ＝皇極上皇であると記されていると述べてい 。 だ 、正史である『日本書紀』には、大化四年の行幸の記事はありません。そこ 、年代がずれるものの、 『日本書紀 斉明五年（六五九）三月に平浦行幸の記事があったことが記されている 述べています。　
左注に記されている状況は複雑ですが、伊藤博（注５）は、





と述べています。伊藤によれば、七番歌は大化四年の宇治行幸に際して、以前行なわれた（年代不明）行幸に際して宇治に旅宿りをしたことを大化四年の行幸のときに思い出して、その思い出を、額田王が皇極・斉明天皇に成り代わって「秋の野のみ草刈り葺き宿れりし」とうたったものであるということになります。 『万葉集』巻一には、この七番歌のように舒明天皇と皇極・斉明天皇との仲が睦まじかったこ をうたう歌が続けて載せら ています。巻一にこのような歌が多いのは 舒明天皇 正統な妃が宝皇女（ 極・斉明天皇）であることを『万葉集』巻一が主張していると考えられます。そして、それは、皇極・斉明天皇 皇子である中大兄皇子・大海人皇子が舒明天皇の正統な後継者だという主張へ 繋がります。　
皇極・斉明天皇に仕えて、舒明天皇への回想を繰り返し行いな














二つが す。江戸時代後期の国学者である本居宣長（一七三〇～一八〇一）は、 『玉勝間』の中で、鏡王とは、この一 が近江国野洲郡鏡里に住んでいた に由来すると述べています。 一方、谷馨（注６）は、王や皇子・皇女の名が、地名やその養育氏族の名に基づくことが多いところから、額田王は、大和国平群郡額田郷の出身だろうと推定していま　
近江説・大和説には共に決め手がないのが現状です。私の立場










というように、鏡王女と額田王の贈答が載せられています。この贈答歌は二人の関係が深いことを表しています。 『延喜諸陵式』 （延喜五年（九〇五） 編纂された法律書。諸陵式とは、朝廷で祭祀するべき陵墓の一覧が記されて ます）には、鏡王女の墓として「押坂墓」と記されています。押坂墓については、 『延喜諸陵式』には細注として「大和国の添上郡の押坂陵域内の東北に在り」と記されています。押坂陵とは舒明天皇の陵墓です。尾畑は、舒明天皇が押坂に葬られたのは、こ 地が父 彦人大兄皇子と深い関係があったからである 述べた上で 押坂に陵墓を持つ皇族はいずれも押坂彦人大兄皇子と血縁を持つ「押坂一族」と呼ぶべきグループであることを指摘しています。尾畑説によ ば、押坂に墓がある鏡王女は 彦人大兄皇子の一族であったというになり、ひいては、その父の鏡王、その姉妹の額田王も 彦人大兄皇子の一族であると推測するこ ができます。　
額田王が活躍したのは、主として皇極・斉明天皇の時代です。
先にも述べましたように、皇極・斉明天皇も押坂彦人大兄皇子の一族です。皇極・斉明天皇が額田王を引き上げたのは、本人の才
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